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■内容 

湖南市は、2027 年の滋賀デスティネーションキャンペーンを見据え、観光誘客にとどまら

ず「公共交通利用の拡大」や「地域経済の活性化」までを一体的に推進する新たな取り組み

を開始します。 

その中核人材として、食と観光を掛け合わせた地域ブランディングに実績を持つ加藤肇

子氏を、総務省の「地域力創造アドバイザー制度」を活用して令和８年度より招へいします。 

 

本市では、これまで個別に進めてきた観光施策を一段進化させ、JR 草津線の利用促進

や市内循環バス・タクシーなど二次交通の活用、さらには飲食・物産を含めた地域経済の活

性化までを一体で推進する「広域連携型の観光戦略」に取り組みます。 

加藤氏はこれまで、本市観光協会のアドバイザーとして、「湖南ヴィーガン」など食の多様

性を活かした観光戦略を推進し、地域資源の価値向上と新たな顧客層の開拓に貢献されて

きました。 

 

本市としては、本取り組みを通じて、「観光誘客」だけでなく「交通利用の増加」「地域経済

の循環」を同時に実現する、持続可能な地域モデルの構築を目指します。 

本取り組みは、地方都市における観光・交通・地域経済を一体で再設計する先進的なチ

ャレンジです。ぜひ取材・報道を通じて広く発信いただきますようお願いいたします。 

 

■日時  令和８年（2026 年）４月 16 日（木） ９時～ 

 

■場所  湖南市役所３階 市長室（湖南市中央一丁目１番地） 

 

■問い合わせ 

総合政策部市長特命プロジェクト推進室 担当 山元 

（TEL）0748-72-1290（内線 2002）     （FAX）0748-72-2000 

 

〒520-3288 

滋賀県湖南市中央一丁目１番地 

湖南市役所 秘書広報課 

TEL 0748-71-2314  FAX 0748-72-1467 

 

「観光×交通×食で“稼ぐ地域モデル”へ」 
湖南市地域力創造アドバイザーに 
加藤肇子（かとうけいこ）氏を招へい 

その中で、加藤氏には、 

・滋賀県全体や草津線沿線を視野に入れた観光プログラムの設計 

・公共交通と連動した誘客モデルの構築 

・交流人口・関係人口の拡大につながるコンテンツ創出 

・SNS 等を活用した効果的な情報発信戦略 

などについて専門的な知見から支援いただきます。 


